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特徴と生態

分布と発生場所

被害

駆除

: 分布地域

成虫体長…40 ～ 48 ㎜

　　体色…光沢の茶褐色、前胸背の斑状紋：黄褐色

幼虫体色…若齢期～中齢：淡黄色、老齢：赤褐色

卵鞘体長…8 ㎜

　　体色…黒褐色 

大型種で、成虫の体長は 40 ～ 48 ㎜に達します。体は光沢があり全体が淡褐色で前胸背

の周辺に黄褐色のリング状の斑状紋があります。

一卵鞘中には 16 個の卵があり、12 ～ 16 頭の幼虫が孵化します。交尾 1 週間後に、

雌成虫は卵鞘を作りはじめ生殖の最盛期には、1 週に 2 卵鞘もつくります。

卵期間は季節により異なりますが、夏季で 30 日前後、冬季で 80 日ほどです。幼虫の

経過齢数は 9 ～ 14 日の幅がありますが、幼虫期間は 200 日、成虫の寿命は 200 ～ 700 日

と大きなばらつきがあります。

世界中の熱帯から亜熱帯に広く分布し、日本では九州南部から南西諸島や沖縄などの熱帯地域に多く分布していまが、最近

では温暖化の影響か、都心でも見られるようになってきました。特に、レストラン、パン屋、肉工場、食料品店に多く、他

にも洞窟内、抗内、便所、下水処理場、ゴミ埋立地で確認されています。 

5 ～ 10 月が活動シーズンですが、20℃以上の暖かい場所では 1 年中見られます。

不潔で嫌悪感、不快感、恐怖感を与えます。また食中毒菌や各種の病原微生物を伝播し、食品への混入事故や電気機器の

故障の原因にもなります。

食器棚、流し台、排水溝などを清潔に保つことでゴキブリの住めない環境をつくることが大切です。また、市販されている

駆除剤・殺虫剤を利用したり、マンホール内などの土管清掃も効果的ですが、駆除したにも関わらず再び出現した場合には

駆除会社に依頼されてみてはいかがでしょうか？

卵鞘
39 日間

幼虫
105 日間

成虫
200～ 700 日間


